
高槻アート博覧会
平成25年度「わがまちカンヴァス事業」成果発表

高槻アート博覧会実行委員会

高槻市マスコットキャラクター

はにたん



■目的／高槻のまちを舞台として、地域文化の創造を図る

とともに、芸術活動を促進することで賑わいの創出
並びに若手クリエイターの発掘・育成を図ること。

（規約第3条）

■主催／高槻アート博覧会実行委員会

■後援／大阪府、高槻市、高槻市教育委員会

高槻商工会議所、社団法人高槻市観光協会
公益財団法人高槻市文化振興事業団

（平成25年度 第13回開催時）
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高槻アート博覧会について



■アート作品展示
・期間：11月の約１ヶ月間

・場所：中心市街地各所

・内容：巨大絵画アーケード展など

■コアイベントの開催

・期間：11月16日（土） ※昨年度

・場所：中心市街地各所

・内容：地元企業の協力によるワークショップ

若手アーティストや大学生によるライブペイント

事業概要

お手元の
パンフレット
を見てね！



歴史

平成13年度 第１回“わくわくストリート２１”
中心市街地の活力を維持・増進し、本市の「玄関口」として市民が愛着
と親しみを持てるまちづくりを進めるために、市の政策部門が民間に働
きかけ、実行委員会を組織。

開催場所を高槻センター街から中心市街地各所に拡大。

開催場所を中心市街地各所にさらに拡大。

平成23年度 第11回“高槻アート博覧会”

平成21年度 第９回“アートdeわくわくストリート”

（第1回の様子）



第1回からのパンフレット
毎年の積み重
ね…はにたん
もビックリ!



課題がいろいろありすぎて

何が課題かさえもわからない…

そんな時に…



「わがまちカンヴァス推進事業」との出会い!!

アート作品展示やイベント等を活用して実現したい内容（場所・テーマ・実施時期
等）についてご教示下さい。

毎年11月の約1ヶ月間、実行委員会形式（市としては、後援と補助金、
事務局を担当）で「高槻アート博覧会」を開催しており、今年で13回目とな
ります。コアイベント日の11月16日（土）に、市内の各所でライブペイント
やワークショップ等を開催します。

実現したい内容は、「コアイベント日に集客力のある質の高いアートイ
ベントを企画することで、まちの賑わいを創出したい」です。現状は、ある
程度の集客は見込めるものの話題性には乏しいレベルのアートであり、
実行委員会メンバーでは予算の面も含めて質の高いアートイベントを企
画するには限界があると感じております。

※昨年度、大阪府に提出した実際の「回答票」より

【大阪府の質問】

【高槻市の回答】

やったー!!



「わがまちカンヴァス推進事業」内容

①アンケートの実施

②アンケートをもとにワークショップを開催

③ワークショップで出たアイデアの絞り込み

（巨大絵画アーケード展のブラッシュアップ）

※実行委員会コアメンバーと大阪府＋enocoさんとの打合せは
数知れず！



成果

■ワークショップを通じて、全体のコンセプト・

目標について、実行委員間での意識共有

■実行委員だけでは気付けなかった課題の

明確化

■目標設定に対する職員の意識改革



具体的には

■ワークショップを通じて、全体のコンセプト・

目標について、実行委員間での意識共有

【目標】

大人たちが子どもたちを見守るまちづくり

【スローガン（15周年に向けて）】
10万人が仲良くなるアート博



■実行委員だけでは気付けなかった課題の

明確化

“今まで取り組んできたアート企画の見直しの必要性”

→目標に沿った企画へ再構築！

・今まで／絵画を回収して展示して返却するだけ

・今年度／ｱｰﾃｨｽﾄ・芸大生などが希望団体（保育園・幼稚

園など）に出向いて、描き方などを教えながら一

緒に制作

具体的には

【巨大絵画アーケード展の場合】



■目標設定に対する職員の意識改革

具体的には

・実現したい内容として大阪府に提出した回答

「コアイベント日に集客力のある質の高いアートイベントを企画することで、

まちの賑わいを創出したい」

★何のためにこの事業をするのか？

★なぜアートなのか？

★なぜこの企画なのか？

★なぜこの場所なのか？…

まちの賑わい創出を考える前に…



１５周年・これからに向けて

【目標】

大人たちが子どもたちを見守るまちづくり
【スローガン（15周年に向けて）】

10万人が仲良くなるアート博

“迷ったら立ち返る”



ご清聴有難うございました！

そして、大阪府、enocoのみなさん
本当に有難うございました！


